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４ 相談の方法 

 対面、電話、電子メールにて相談員が対応します。 

 

電  話 【家族・関係機関など】      0942-30-9302 

【当事者（子ども）結らいん】 0120-870-552（フリーダイヤル） 

 

  電子メール【家族・関係機関など】       kokosapo@city.kurume.lg.jp 

       【当事者（子ども）結らいん】 youiline@city.kurume.lg.jp 

 

 

５ 相談・支援窓口での対応内容 

 こども子育てサポートセンターでは、ヤングケアラーを支援につなげるため、

次のことを行います。 

 (1) ヤングケアラー、その家族や関係機関などからの相談対応 

 (2) 面談などによるヤングケアラーの心理面のサポート 

 (3) 関係機関などへのヤングケアラー支援に関する助言 

 (4) 介入同意がある場合は、家庭状況を整理し、必要な医療・福祉サービス導

入へのつなぎ 

 (5) 個別の関係者会議を開催するなど他関係機関・事業者・団体による連携や

役割分担の調整 

 

６ 周知・啓発 

 ヤングケアラー問題に対する認知度向上を目的に、令和４年度は次のことを

行います。 

 (1) ヤングケアラー相談・支援窓口のチラシの配布 

 (2) 市民講座の開催（令和５年２月開催予定） 

 (3) ヤングケアラー当事者向けのリーフレット配布 

 

７ 多機関・多職種による連携・役割分担に向けての取組 

 ヤングケアラーのいる家庭を包括的に支援することを目的に、関係機関など

が連携・役割分担できるように、令和４年度は次のことを行います。 

 (1) 支援者向けに研修会の開催（令和５年１月開催予定） 

 (2) 支援者向けに「（仮称）ヤングケアラー支援の手引き」の配布 

 

【お問い合わせ・連絡先】 

久留米市 子ども未来部 

こども子育てサポートセンター 

〒830-8520 久留米市城南町 15 番地 3 

電話 0942-30-9302 

電子メール kokosapo@city.kurume.lg.jp 

【事業担当】椛島、深町 

【相 談 員】深町、伊藤、下川、山口 



ヤングケアラーはこんな子どもたちです
家族にケアを要する⼈がいる場合に、⼤⼈が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話、介護、感情

⾯のサポートなどを⾏っている18歳未満の⼦どもをいいます。
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